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サケマスの季節 ルシャ地区にやってくるクマが増えました。 

この調査は、ダイキン工業株式会社のご支援のもと、知床財団と知床博物館、北海道大学獣医学研究科との共同研究により行われていま
す。現地調査は知床漁業生産組合の全面的な協力にも支えられています｡調査へのご理解ご協力をお願い申し上げます。 
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 今年のカラフトマスの水揚げは、平成に入って最悪の不漁年であった2012年の6

割ほどしかありません。少ないマスも､食料が乏しくきびしい夏をすごしたクマたちに

とっては､砂漠で出会ったオアシスのようなもの。3本もの自然産卵河川が集中する

ルシャ地区はとても魅力的な場所なのでしょう。これまで見られなかったクマも確認

されるようになりました。 

 今年ルシャ地区で確認されたクマは、以下の表のとおり、少なくとも39頭（0才の

子を除く )。それぞれの8～9月の出現の頻度を色分けして示しました。 
新斜里町立図書館（2015年3月
オープン）のイメージキャラクター、
斜里ほん太くん 

札幌市立大学 園山茉生さん作成 



知床の秋 山の実りは大豊作  

 秋の新規個体の多くは、体毛のDNAから 

 マスを食べるために集まってきたクマの中には、これまでの調

査では未確認のクマもいました。その多くは、ヘアトラップや背擦

り木から採取された毛の毛根のDNAの解析で見出されました。 

 ヘアトラップは森の中に設置した有刺鉄線の柵をクマがくぐり抜

けるときに引っかかる毛を採取するものです。背擦り木とは、クマ

がしばしば背中や頭をこすりつける木です。山の中を注意して歩

くと､エゾマツやトドマツなど、松ヤニが出やすい木の樹皮に毛が

こびりついているのが見られます。 

 文責：山中正実（知床博物館） 

DNAサンプルを採取する注射器型のダート 

ミズナラのドングリをたっぷり食べたヒグマの糞の断面。 

まるでピーナッツバターペーストのようです。9/26の調査では30個

をこえるドングリ100％の糞が採取されました。 

 山クマたちを救った山の実り 

 カラフトマスが大不漁の今年ですが、2012年のように死に至る

ほどのガリガリのクマはいませんでした。9月初旬まで川に上が

るマスがほとんど皆無であった2012年とちがい、不漁ながらもマ

スは細々と8月はじめから遡上していました。 

 また、クマたちを大きく救ったのは､山の木の実です。今年は、

最も食料がきびしい8月前半から、ハイマツやシウリザクラの実を

食べることができたのです。木の実も不作で、本当に食べるもの

がなかった2012年とのちがいは明白です。 

 9月も末に入り、秋色が深まった知床の山は大豊作です。ドン

グリやヤマブドウがたわわに実っています。クマたちも少ないマ

スよりも､効率よく食べることができる木の実の方に触手を伸ばし

つつあるようです。川沿いに姿を見せる頻度が減りました。 

観光船からも見分けやすいクマ 

 波にゆれる船からは、なかなかクマの特徴を識別することはむずかしいでしょう。しかし､非常に特徴がはっきりしていて､識別しやす

いクマも何頭かいます。その代表格は､ハッチ､7才のメスです。幅広い真っ白なツキノワ模様が、首の後ろまでつながって､襟巻きのよう

に見えます。まだ若いメスで､2012年に初産でしたが、カラフトマスの遡上の遅れから子を失い､今は2回目の出産で２頭の子グマを育てて

います。今年は子グマたちはすくすくと育っています。けっこう気の強いクマで､時折人間に対してもガンをつけてきます。 

 分かりやすいクマですが、しかし、要注意！ 「ハッチモ」という似た配色のクマもいます。今年は2頭とも、子グマ2頭を連れていて､

ますます紛らわしいです。ハッチモの方が頭部から首にかけて､明らかに明るい色で､識別できます。 

有刺鉄線に引っかかったヒグマの体毛

（写真上）。 

背擦り木から体毛を採取する。こんな高

いところまで背中をこすりつけたのは､大

きなオスグマだろう（写真右）。 

親子そろってえりまきのようなツキノワのハッチファミリー。胸側はエプロン状で､真っ白な幅広のツキ

ノワが首の後ろまで伸びてつながっている。 

左が「ハッチモ」､右が「ハッチ」。分かりますか? ハッチモの

意味は「ハッチもどき」を略したもの。 


